
第４章 ごみ処理基本計画の検討 

ごみ排出量の将来推計方法は、図-1 のとおりである。 

家庭系ごみは、1 人 1日平均排出量を原単位とし、収集ごみ、集団回収のそれぞ

れについて、トレンド法により予測を行い、将来推計の人口を乗じてごみ排出量の

予測値とする。一方、直接搬入ごみは、年平均排出量を原単位とし、これを将来推

計してごみ排出量の予測値とする。 

 

 

図 -1 ごみ排出量の将来推計方法 

 

ごみ排出量の推計は、7 つの推計方法（直線式、分数式、ルート式、対数式、べき

乗式、指数式、ロジスティック式）で推計を行う。 

また、各推計結果における燃やせるごみ、燃やせないごみ、資源ごみ、プラスチッ

ク製容器包装、古紙類等のごみの割合は、平成 21 年度に新たに資源ごみとして金属の

回収を始めたことなどを考慮し、直近の平成 22 年度の実績割合を用いて按分すること

とした。 
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第１節 将来人口の推計 

1 行政区域内人口の実績 

本市の行政区域内人口の各年度末（3 月 31 日現在）の推移を表 1-1 に示す。 

 

表 1-1 行政区域内人口の推移 

 

注：平成 17年度以前は、合併前の旧町の人口を含む 

資料：長崎市統計課 

 

2 将来人口の推計 

本計画における行政区域内人口の推計は、表 1-1 に示す本市の年度末の行政区

域内人口(平成 13～22 年度の過去 10 ヵ年)を用いて 7 つのトレンド法による傾向

線として求めた。 

表 2-1 に推計結果を示す。 

 

推計方法 トレンド式 特徴 

直線式 ｙ＝ａx＋b 傾き一定量で単調に増加（減少）する場合に用いる式。 

分数式 ｙ＝ａ（１／x）＋b 他の予測式に比べて、増減傾向が小さい式。 

ルート式 ｙ＝ａx(1/2)＋b 
徐々に増加率（減少率）が低増減していくような曲線的推移を

示す場合に用いられる式。 

対数式 ｙ＝ａlnx＋b 
徐々に増加率（減少率）が低増減していくような曲線的推移を

示す場合に用いられる式。 

べき乗式 ｙ＝ａxｂ 年次とともに急激に増加（減少）していく曲線式。 

指数式 ｙ＝ａbx 
徐々に増加率（減少率）が大きくなっていくような曲線的推移を

示す場合に用いられる式。 

ロジスティック式 ｙ＝k／(１＋ｅａ－ｂx) 

飽和水準(K 値)を上限として、上限と下限で左右対象となる予

測式。生成・発展・安定・衰退の過程を示す曲線として成長曲

線とも呼ばれる。 

注：y＝人口、x＝年度、a,b,k は係数、x は実績の初年度を１とした。 
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表 2-1 行政区域内人口の推計結果 
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本市の人口は年々減少傾向にあり、総合計画（第四次総合計画・前期基本計画）

において、人口は平成 32 年度の推計値 420,000 人であることを勘案し、これに最

も近いルート式を採用するものとした。 

 

表 2-2 将来推計人口（行政区域内人口） 
単位：人 

 

 

 

本市の計画収集人口は、自家処理人口をゼロとし、行政区域内人口とする。 

 

－69－



第２節 ごみ排出量の推計 

1 家庭系ごみ量の推計 

１-1 家庭系ごみ量の実績 

本市の家庭系ごみ（収集ごみ量、集団回収量）の排出量の推移を表 1-1-1 に示す。 

 

表 1-1-1 家庭系ごみの排出量の推移 

 

 

本市の家庭系ごみ1人1日当たり平均排出量(排出量原単位)と集団回収量の実績

は表 1-1-2、図 1-1-1 のとおりである。 

 

表 1-1-2 家庭系ごみの排出量原単位と集団回収量の推移 

 
注：排出量原単位は集団回収量を除く。 
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図 1-1-1 家庭系ごみ排出量原単位と集団回収量の推移 

 

また、平成 22 年度の分別種類ごとの排出割合を表 1-1-3 に示す。 

 

表 1-1-3 分別種類ごとの排出割合 

 

 

１-2 家庭系ごみ量の将来推計 

家庭系ごみ排出量原単位の推計は、平成 13 年度～平成 22年度の過去 10 ヵ年の

実績より推計を行った。 

収集ごみ量と集団回収量は、その増減が違う傾向を示しているため、それぞれを

推計した。また、分別種類毎の推計手法では精度が低いと考えられるため、平成

22 年度の分別種類ごとの割合（表 1-1-3）で按分する。 

家庭系ごみ排出量原単位及び集団回収量の推計は、相関係数の最も高い式を採用

した。 
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表 1-2-1 家庭系ごみ（集団回収を除く）排出量原単位の推計結果 
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表 1-2-2 集団回収量の推計結果 
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2 直接搬入ごみ量の推計 

2-1 直接搬入ごみ量の実績 

本市の直接搬入ごみの排出量の推移を表 2-1-1 に示す。 

 

表 2-1-1 直接搬入ごみの排出量の推移 
単位：t/年 

 

 

また、平成 22 年度の分別種類ごとの排出割合は以下のようになっている。 

 

表 2-1-2 分別種類ごと割合（平成 22 年度） 

 

 

2-2 直接搬入ごみ量の将来推計 

表 2-1-1 に示す実績では直接搬入ごみは、平成 18 年度以降減少傾向を示してい

る。 

そこで、直接搬入ごみ量の推計は、平成 18年度～平成 22年度の過去５ヵ年の実

績を基に推計を行った。 

また、家庭系ごみと同様に分別種類毎の推計手法では精度が低いと考えられるた

め、直接搬入ごみ全体を推計し、平成 22 年度の分別種類ごとの割合（表 2-1-2）

で按分する。 

直接搬入ごみの推計は、相関係数の最も高い式を採用した。 
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表 2-2-1 直接搬入ごみ量の推計結果 
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3 処理内訳の推計 

3-1 焼却処理 

本市の焼残渣量の推移を表 3-1-1 に示す。 

本計画における焼却残渣（主灰・ばいじん）発生量は、平成 22 年度の東西工場

の平均値の実績により、12.6％と設定する。 

 

表 3-1-1 焼却残渣量の推移 

 

 

また、焼却灰中の水分量を表 3-1-2 に示す。 

 

表 3-1-2 焼却灰の水分量 

単位：％ 

年度 東工場 西工場 平均 

H18 28.1 41.2 34.7 

H19 29.9 40.3 35.1 

H20 29.5 43.9 36.7 

H21 34.2 39.8 37.0 

H22 33.0 40.7 36.9 

平均 30.9 41.2 36.1 
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3-2 資源ごみ 

本市の東工場と三京クリーンランドにおける資源ごみの資源化量等の推移及び

資源化量の内訳を表 3-2-1 及び表 3-2-2 に示す。 

平成 22 年度の実績では、資源ごみの分別精度は高く、選別後の資源化量は

98.47％、不燃残渣は 1.53％、可燃残渣は 0％であった。 

搬入資源ごみ中の資源化率は、98.47％と設定する。 

また、資源化量の内訳は表 3-2-2 の平成 22 年度の比率を用いる。 

なお、表 3-2-2 資源化量は、委託事業者からの報告値であるため、表 3-2-1 の資

源化量とは異なる。 

 

表 3-2-1 資源ごみの資源化量等の推移 

 

 

表 3-2-2 資源化量の内訳 

 

注：委託事業者からの報告値であるため、表 3-2-1 の資源化量とは異なる。 
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3-3 プラスチック製容器包装 

本市におけるプラスチック製容器包装の搬入量の推移を表 3-3-1 に示す。 

平成 22 年度の実績より本計画におけるプラスチック製容器包装の資源化率を

89.59％、残渣発生率を10.41％（可燃残渣0.80％、不燃残渣8.23％、資源残渣1.38％）

と設定する。 

なお、不燃残渣は埋立処分、可燃残渣は焼却処理している。 

 

表 3-3-1 プラスチック製容器包装の搬入量の推移 

 

 

3-4 古紙 

本市における古紙の搬入量の推移を表 3-4-1 に示す。 

平成 22 年度の実績より本計画における古紙の資源化率を 99.45％、残渣発生率

を 0.55％（不燃残渣 0.15％、可燃残渣 0.4％）と設定する。 

なお、不燃残渣は埋立処分、可燃残渣は焼却処理を行っている。 

 

表 3-4-1 古紙の搬入量の推移 
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3-5 鉄分回収 

本市では、燃やせないごみから鉄分を回収している。 

平成 22 年度には、210ｔを回収しており、これは燃やせないごみ 12,487ｔの

1.68％に当たる。 

平成22年度の実績より本計画における鉄分回収を燃やせないごみの1.68％と設

定する。 

 

表 3-5-1 燃やせないごみの搬入量の推移 

 

 

4 ごみ排出量の実績及び推計のまとめ（排出抑制現状施策） 

ごみ排出量の実績及び推計結果を表 4-1 に示す。 

なお、推計値の具体的な算出は以下によった。 

 

4-1 家庭系ごみ 

家庭系ごみの排出量の推計は、表 1-2-1 の原単位の推計値に人口を乗じ、表

1-1-3 の割合で按分して求めるものとする。 

年間量＝原単位の推計値×人口×365 日÷106×家庭系ごみ中の割合(平成 22年度実績) 

集団回収量の推計は、表 1-2-2 の推計値を用い、表 1-1-3 の割合で按分して求

めるものとする。 

 

4-2 直接搬入ごみ 

直接搬入ごみの排出量の推計は、表 2-2-1 の推計値を表 2-1-2 の割合で按分し

て求めるものとする。 

年間量＝推計値×直接搬入ごみ中の割合（平成 22年度実績） 

 

4-3 焼却処理 

燃やせるごみ及びプラスチック製容器包装と古紙から発生する可燃残渣を焼却

処理する。 
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焼却量に対して焼却残渣（主灰・ばいじん）発生量を東工場、西工場とも 12.6％

と設定する。 

焼却量＝燃やせるごみ＋可燃残渣(プラスチック製容器包装 0.80%＋古紙 0.40%) 

焼却残渣（湿灰）＝焼却量×12.6% 

 

4-4 資源ごみ資源化 

資源ごみ搬入量に対する資源化量の比率は、表3-2-1の平成22年度の比率より、

98.47％とし、その内訳は表 3-2-2 の平成 22 年度の比率より設定した。 

処理量＝資源ごみ量 

資源化量＝資源ごみ量×98.47% 

缶資源化量＝資源化量×19.38% 

びん資源化量＝資源化量×59.64% 

ペットボトル資源化量＝資源化量×20.07% 

金属資源化量＝資源化量×0.91% 

 

4-5 プラスチック製容器包装資源化 

プラスチック製容器包装を処理する。 

処理量に対して資源化率を 90.97％、残渣発生率を 9.03％（可燃残渣 0.80％、

不燃残渣 8.23％）と設定する。 

処理量＝プラスチック製容器包装 

プラスチック容器包装資源化量＝プラスチック製容器包装×89.59% 

可燃残渣＝プラスチック容器包装×0.80% 

不燃残渣＝プラスチック容器包装×8.23% 

資源残渣＝プラスチック容器包装×1.38% 

 

4-6 古紙資源化 

古紙類を処理する。 

処理量に対して資源化率を 99.45％、残渣発生率を 0.55％（可燃残渣 0.40％、

不燃残渣 0.15％）と設定する。 

処理量＝古紙類 

古紙資源化量＝古紙類×99.45% 

可燃残渣＝古紙類×0.40% 

不燃残渣＝古紙類×0.15% 

 

4-7 鉄分回収 

燃やせないごみから鉄分を回収している。 

鉄分回収率を燃やせないごみの 1.68％と設定する。 

鉄分回収量＝燃やせないごみ×1.68% 
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表4-1　ごみ処理の見通し表（現状からの推移）
予　　測

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

a 行政区域内人口 人 推計値 450,842 447,746 445,609 443,615 441,248 439,410 437,655 435,971 434,351 432,787 431,275 429,810 428,387 427,003 425,655 424,341 423,057 421,802 420,574 419,372 418,193

b 収集ごみ量原単位 ｇ/人/日 推計値 743 706 678 673 668 659 652 645 638 632 627 621 616 612 607 603 599 595 591 588 584

c_1 収集ごみ量の内訳 t/年 a*b*365/1000000 122,243 115,360 110,222 108,971 107,658 105,693 104,153 102,638 101,147 99,835 98,699 97,423 96,319 95,384 94,306 93,395 92,495 91,605 90,724 90,006 89,142

c_2 燃やせるごみ、可燃性粗大ごみ 〃 c_1*74.17% 89,814 85,945 83,600 81,418 79,856 78,392 77,249 76,126 75,021 74,048 73,205 72,259 71,439 70,746 69,948 69,271 68,603 67,943 67,290 66,758 66,117

c_3 燃やせないごみ、不燃性粗大ごみ 〃 c_1*9.02% 11,903 9,751 9,358 9,389 9,714 9,534 9,395 9,258 9,123 9,005 8,903 8,788 8,688 8,604 8,506 8,424 8,343 8,263 8,183 8,119 8,041

c_4 資源ごみ 〃 c_1*5.77% 6,776 6,337 5,955 6,294 6,213 6,098 6,010 5,922 5,836 5,760 5,695 5,621 5,558 5,504 5,441 5,389 5,337 5,286 5,235 5,193 5,143

c_5 プラスチック製容器包装 〃 c_1*6.62% 7,635 7,475 7,104 7,172 7,123 6,997 6,895 6,795 6,696 6,609 6,534 6,449 6,376 6,314 6,243 6,183 6,123 6,064 6,006 5,958 5,901

c_6 古紙類 〃 c_1*4.19% 5,878 5,620 4,008 4,511 4,509 4,429 4,364 4,301 4,238 4,183 4,135 4,082 4,036 3,997 3,951 3,913 3,876 3,838 3,801 3,771 3,735

c_7 有害ごみ 〃 c_1*0.23% 237 232 197 187 243 243 240 236 233 230 227 224 222 219 217 215 213 211 209 207 205

d_1 直接搬入ごみ量 〃 推計値 60,447 52,720 47,828 46,480 46,097 45,480 45,039 44,709 44,452 44,246 44,078 43,938 43,819 43,717 43,629 43,552 43,484 43,423 43,369 43,320 43,276

d_2 燃やせるごみ 〃 d_1*91.74% 50,939 46,371 42,278 41,725 42,287 41,724 41,319 41,016 40,780 40,591 40,438 40,309 40,200 40,106 40,026 39,954 39,892 39,836 39,786 39,741 39,701

d_3 燃やせないごみ 〃 d_1*6.02% 8,019 4,936 4,207 3,533 2,773 2,738 2,711 2,691 2,676 2,664 2,653 2,645 2,638 2,632 2,626 2,622 2,618 2,614 2,611 2,608 2,605

d_4 資源ごみ 〃 d_1*2.16% 1,272 1,329 1,270 1,180 998 982 973 966 960 956 952 949 946 944 942 941 939 938 937 936 935

d_5 古紙類 〃 d_1*0.08% 217 84 73 42 39 36 36 36 36 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35

e_1 集団回収量 〃 推計値 9,754 9,396 8,423 8,558 8,117 8,140 8,160 8,176 8,190 8,202 8,213 8,222 8,230 8,238 8,244 8,250 8,256 8,261 8,265 8,270 8,274

e_2 古紙 〃 e_1*98.18% 9,581 9,237 8,294 8,410 7,969 7,992 8,012 8,027 8,040 8,052 8,063 8,072 8,080 8,088 8,094 8,100 8,105 8,110 8,114 8,119 8,123

e_3 古布 〃 e_1*0.30% 23 22 20 25 24 24 24 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

e_4 金属類 〃 e_1*1.29% 119 112 97 108 105 105 105 105 106 106 106 106 106 106 106 106 107 107 107 107 107

e_5 びん・その他 〃 e_1*0.23% 31 25 12 15 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19

f_1 その他リサイクル 〃 f_2+f_3 1,108 1,164 1,136 1,418 1,257 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334

f_2 グリーンコンポスト(剪定枝、給食残渣) 〃 平均値(H18 H22) 1,108 1,164 1,136 1,221 1,064 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139

f_3 小中学校リサイクル 〃 平均値(H21 H22)    197 193 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195

g_1 ごみ総排出量 〃 c_1+d_1+e_1+f_1 193,552 178,640 167,609 165,427 163,129 160,647 158,686 156,857 155,123 153,617 152,324 150,917 149,702 148,673 147,513 146,531 145,569 144,623 143,692 142,930 142,026

h_1 ごみ総排出量原単位 ｇ/人/日 g_1/a/365*1000000 1,176 1,093 1,031 1,022 1,013 1,002 993 986 978 972 968 962 957 954 949 946 943 939 936 934 930

処理量

i_1 焼却処理量 t/年 i_2+i_3+i_4+i_5+i_6+i_7+i_8+i_9+i_10 154,608 149,705 139,124 136,504 135,392 133,356 131,781 130,335 128,980 114,968 118,120 117,029 116,043 115,195 114,253 113,442 112,651 111,874 111,110 110,474 109,782

i_2 燃やせるごみ 〃 c_2+d_2 140,753 132,316 125,878 123,143 122,143 120,116 118,568 117,142 115,801 114,639 113,643 112,568 111,639 110,852 109,974 109,225 108,495 107,779 107,076 106,499 105,818

i_3 他町燃やせるごみ 〃 推計値 13,450 17,051 12,944 13,003 12,942 12,907 12,882 12,863 12,849

i_4 可燃残渣（プラ容器包装） 〃 c_5*0.8% 66 58 41 51 57 56 55 54 54 53 52 52 51 51 50 49 49 49 48 48 47

i_5 可燃残渣（古紙類） 〃 (c_6+d_5)*0.4% 54 27 21 26 18 18 17 17 17 17 17 16 16 16 16 16 16 15 15 15 15

i_6 不燃物中のプラスチック 〃 推計値 1,568 1,553 1,539 1,528 1,515 1,504 1,493 1,483 1,473 1,464 1,454

i_7 グリーンコンポスト(剪定枝、給食残渣) 〃 f2 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139

i_8 し尿汚泥 〃 推計値 1,442 1,442 1,400 1,350 1,300 1,250 1,200 1,150 1,100 1,050 1,050

i_9 農集汚泥 〃 平均値(H18 H22) 177 165 143 165 148 160 160 160 160 160 160 160 160 160 160 160 160 160 160 160 160

i_10 し渣 〃 平均値(H18 H22) 108 88 97 116 84 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99

j_1 資源化量 〃 j_2+j_3+j_4+j_5+j_6+j_7+j_8+j_9+j_10+j_11 30,737 29,928 27,276 28,625 27,931 27,700 27,461 27,224 26,988 26,782 25,439 25,237 25,064 24,918 24,746 24,603 24,462 24,322 24,182 24,068 23,930

j_2 缶 〃 ((c_4+d_4)*98.47%+c_5*1.38%)*19.38% 1,192 1,223 1,352 1,404 1,395 1,370 1,351 1,333 1,315 1,299 1,286 1,271 1,258 1,247 1,235 1,225 1,214 1,204 1,194 1,186 1,176

j_3 びん 〃 ((c_4+d_4)*98.47%+c_5*1.38%)*59.64% 3,668 3,766 4,162 4,322 4,293 4,215 4,158 4,100 4,045 3,998 3,957 3,911 3,872 3,838 3,799 3,768 3,736 3,704 3,674 3,647 3,617

j_4 ペットボトル 〃 ((c_4+d_4)*98.47%+c_5*1.38%)*20.07% 1,235 1,267 1,400 1,454 1,445 1,419 1,399 1,380 1,362 1,346 1,332 1,316 1,303 1,292 1,279 1,268 1,257 1,247 1,236 1,228 1,218

j_5 金属 〃 ((c_4+d_4)*98.47%+c_5*1.38%)*0.91% 56 57 63 66 66 64 63 63 62 61 60 60 59 59 58 57 57 57 56 56 55

j_6 プラスチック製容器包装 〃 c_5*89.59% 6,840 6,760 6,173 6,458 6,382 6,269 6,177 6,088 5,999 5,921 5,854 5,778 5,712 5,657 5,593 5,539 5,486 5,433 5,381 5,338 5,287

j_7 古紙類 〃 (c_6+d_5)*99.45% 6,021 5,664 4,052 4,518 4,523 4,440 4,376 4,313 4,250 4,195 4,147 4,094 4,049 4,010 3,964 3,926 3,889 3,852 3,815 3,785 3,749

j_8 有害ごみ 〃 c_7 237 232 197 187 243 243 240 236 233 230 227 224 222 219 217 215 213 211 209 207 205

j_9 鉄分 〃 (c_3+d_3)*1.68% 626 399 318 240 210 206 203 201 198 196 168 166 164 163 162 160 159 158 157 156 154

j_10 集団回収量 〃 e_1 9,754 9,396 8,423 8,558 8,117 8,140 8,160 8,176 8,190 8,202 8,213 8,222 8,230 8,238 8,244 8,250 8,256 8,261 8,265 8,270 8,274

j_11 その他リサイクル 〃 f_1 1,108 1,164 1,136 1,418 1,257 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195

k_1 最終処分量 〃 k_2+k_3+k_4 40,184 34,099 31,524 30,397 30,076 29,654 29,283 28,936 28,608 26,706 25,443 25,192 24,969 24,778 24,563 24,383 24,203 24,026 23,853 23,711 23,550

k_2 不燃物等 〃 ※1 21,977 16,330 14,394 13,509 12,980 12,757 12,585 12,420 12,263 12,126 10,466 10,352 10,254 10,169 10,073 9,995 9,915 9,836 9,759 9,697 9,623

k_3 焼却残渣 〃 i_1*12.6% 18,113 17,650 17,037 16,805 17,014 16,803 16,604 16,422 16,251 14,486 14,883 14,746 14,621 14,515 14,396 14,294 14,194 14,096 14,000 13,920 13,833

k_4 クリーンセンター沈砂等 〃 平均値(H18 H22) 94 119 93 83 82 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94

l_1 リサイクル率 ％ j_1/g_1*100 15.9 16.8 16.3 17.3 17.1 17.2 17.3 17.4 17.4 17.4 16.7 16.7 16.7 16.8 16.8 16.8 16.8 16.8 16.8 16.8 16.8

m_1 減量化率 ％ (1-(k_2+k_3)/(c_1+d_1+i_3+i_7+i_8+i_9+i_10))*100 79.6 81.7 81.6 82.0 82.0 82.0 82.0 82.0 82.0 81.6 82.6 82.6 82.6 82.6 82.6 82.6 82.6 82.6 82.6 82.6 82.6

注　※1：(c_3+d_3)*98.32%+(c_4+d_4)*1.53%+c_5*8.23%+(c_6+d_5)*0.15%

項　　　　目 単位 計算式
実績
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第３節 減量化・資源化の検討 

1 減量化・資源化目標の検討 

現在の本市のリサイクル率、減量化率は、共に長崎県平均・全国平均と比べると

低くなっている。 

 

表 1-1 本市並びに全国平均,長崎県平均のリサイクル率・減量化率 

項目 リサイクル率 減量化率 

長崎市(H22) 17.1％ 82.0％ 

長崎県平均(H21) 17.3％ 89.8％ 

全国平均(H21) 20.5％ 88.4％ 

     

 

また、表 1-2 に長崎市総合計画における目標値と長崎県及び全国の目標値を示

す。 

 

表 1-2 本市並びに全国、長崎県の排出抑制・リサイクル率・減量化目標 
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前回計画における減量化・資源化等に係る目標値を表 1-3 に示す。 

前回計画の排出量、減量化率については、現時点では達成したものの、リサイク

ル率については目標を下回り、全国平均、長崎県平均よりも低い。 

これを改善するためには、新たな施策が必要となるが、リサイクル率を 3ポイン

ト以上上げるには、焼却残渣の資源化等の施策が必要となり、費用対効果の観点か

らは問題点が多い。 

 

表 1-3 前回計画における減量化・資源化目標 

項目 

1 人 1 日当たり 

平均排出量 

（排出量原単位） 

リサイクル率 減量化率 

中間目標年度

(H22) 

目標 1,153 g/人/日以下 20％以上 82％以上 

実績 1,013 g/人/日以下 17.1％ 82.0％ 

注：排出量原単位等リサイクル率の実績には、グリーンコンポスト、小中学校リサイクルを含む。 

 

本計画の減量化・資源化に係る目標は、ごみを減量する中でリサイクル率を上げ

るのは困難であることを考慮し、平成 27 年度の目標値を長崎市総合計画に基づき

設定し、平成 38 年度の目標値としては廃棄物処理法の基本方針の平成 27 年度目標

値に基づき設定する。 

 

表 1-4 本市における減量化・資源化目標 

項目 

1 人 1 日当たり 

平均排出量 

（排出量原単位） 

リサイクル率 減量化率 

中間目標年度(H27) 963 g/人/日以下 21.0％以上 82％以上 

目標年度(H38) 922 g/人/日以下 25.0％以上 82％以上 

 

2 廃プラスチックの焼却処理 

現在、本市ではペットボトルとプラスチック製容器包装以外の廃プラスチックは

燃やせないごみとして埋立処分している。 

しかしながら、平成 22 年 12 月 20 日改正の環境省告示第 130 号「廃棄物の減量

その他その適正な処理に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るための基本

的な方針」では、排出抑制、資源化後になお残った廃プラスチック類については、

「最近の熱回収技術や排ガス処理技術の進展、最終処分場のひっ迫状況等を踏まえ、
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直接埋立は行わず、一定以上の熱回収率を確保しつつ熱回収を行うことが適当であ

る。」となっており、本市においても廃プラスチックの焼却処理・熱回収を検討す

る。 

平成 21 年度に行われたごみ組成調査を基に、各ごみに含まれるプラスチックの

割合を求める。新たにプラスチックを焼却する場合、35 ページの表 2-2-3 に示す

燃やせるごみと燃やせないごみの分別率の平均値から、全プラスチックの 70％を

分別可能とし、既に燃やせるごみに含まれている量を除き、搬入ごみ量の 1.1％が

新たに燃やせるごみに移行するものとする。 

なお、現西工場はプラスチックの全面焼却をすると、排ガスの性状が悪化する可

能性があるので、この施策は新西工場の稼働予定年である平成 28 年度から実施す

ることとする。 

 

廃プラスチック量＝(収集ごみ＋直接搬入 有害ごみ)×1.1％ 

 

表 2-1 各ごみに含まれるプラスチックの割合（平成 21 年度） 

 

 
表 2-2 ごみ搬入量に含まれるプラスチックの割合（平成 21 年度） 

単位：t 

 

 

3 ごみ排出量の実績及び推計のまとめ（減量化・資源化目標設定） 

排出目標を設定し、分別収集、廃プラスチックの焼却処理を実施した場合のごみ

排出量の推計結果を表 4-1 に示す。 

ごみ排出量原単位は、平成 27 年度においてごみ排出量原単位が、963ｇ/人/日と

なるものとした。平成 28 年度以降については、平成 27 年度の減量比率を考慮し設

定した。 

また、その他の減量化については、将来のごみ量が減少傾向にあることから、現
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況施策を今後とも継続するものとするが、通常考えられる減量化施策は既に実施し

ていることから、現況施策以上の排出抑制は見込まないものとし「ごみ処理の見通

し表（現状からの推移）」の値を用いた。 

なお、ごみ総排出量(ごみ排出量原単位)の減量分については、収集及び直接搬入

の燃やせないごみで調整した。 
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表4-1　ごみ処理の見通し表（減量化・資源化目標設定）
予　　測

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

a 行政区域内人口 人 推計値 450,842 447,746 445,609 443,615 441,248 439,410 437,655 435,971 434,351 432,787 431,275 429,810 428,387 427,003 425,655 424,341 423,057 421,802 420,574 419,372 418,193

b 収集ごみ量原単位 ｇ/人/日 c_1/a/365*1000000 743 706 678 673 668 659 652 646 636 625 622 618 614 610 606 601 597 592 588 583 579

c_1 収集ごみ量の内訳 t/年 c_2+c_3+c_4+c_5+c_6+c_7 122,243 115,360 110,222 108,971 107,658 105,693 104,153 102,740 100,775 98,760 97,851 96,923 95,983 95,034 94,080 93,123 92,163 91,204 90,247 89,291 88,339

c_2 燃やせるごみ、可燃性粗大ごみ 〃 ごみ処理の見通し表（現状からの推移）より 89,814 85,945 83,600 81,418 79,856 78,392 77,249 76,126 75,021 74,048 73,205 72,259 71,439 70,746 69,948 69,271 68,603 67,943 67,290 66,758 66,117

c_3 燃やせないごみ、不燃性粗大ごみ 〃 設定値 11,903 9,751 9,358 9,389 9,714 9,534 9,395 9,360 8,751 7,930 8,055 8,288 8,352 8,254 8,280 8,152 8,011 7,862 7,706 7,404 7,238

c_4 資源ごみ 〃 ごみ処理の見通し表（現状からの推移）より 6,776 6,337 5,955 6,294 6,213 6,098 6,010 5,922 5,836 5,760 5,695 5,621 5,558 5,504 5,441 5,389 5,337 5,286 5,235 5,193 5,143

c_5 プラスチック製容器包装 〃 ごみ処理の見通し表（現状からの推移）より 7,635 7,475 7,104 7,172 7,123 6,997 6,895 6,795 6,696 6,609 6,534 6,449 6,376 6,314 6,243 6,183 6,123 6,064 6,006 5,958 5,901

c_6 古紙 〃 ごみ処理の見通し表（現状からの推移）より 5,878 5,620 4,008 4,511 4,509 4,429 4,364 4,301 4,238 4,183 4,135 4,082 4,036 3,997 3,951 3,913 3,876 3,838 3,801 3,771 3,735

c_7 有害ごみ 〃 ごみ処理の見通し表（現状からの推移）より 237 232 197 187 243 243 240 236 233 230 227 224 222 219 217 215 213 211 209 207 205

d_1 直接搬入ごみ量 〃 d_2+d_3+d_4+d_5 60,447 52,720 47,828 46,480 46,097 45,480 45,039 44,262 44,007 43,804 43,637 43,499 43,381 43,280 43,193 43,116 43,049 42,989 42,935 42,887 42,843

d_2 燃やせるごみ 〃 ごみ処理の見通し表（現状からの推移）より 50,939 46,371 42,278 41,725 42,287 41,724 41,319 41,016 40,780 40,591 40,438 40,309 40,200 40,106 40,026 39,954 39,892 39,836 39,786 39,741 39,701

d_3 燃やせないごみ 〃 設定値 8,019 4,936 4,207 3,533 2,773 2,738 2,711 2,244 2,231 2,222 2,212 2,206 2,200 2,195 2,190 2,186 2,183 2,180 2,177 2,175 2,172

d_4 資源ごみ 〃 ごみ処理の見通し表（現状からの推移）より 1,272 1,329 1,270 1,180 998 982 973 966 960 956 952 949 946 944 942 941 939 938 937 936 935

d_5 古紙 〃 ごみ処理の見通し表（現状からの推移）より 217 84 73 42 39 36 36 36 36 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35

e_1 集団回収量 〃 推計値 9,754 9,396 8,423 8,558 8,117 8,140 8,160 8,176 8,190 8,202 8,213 8,222 8,230 8,238 8,244 8,250 8,256 8,261 8,265 8,270 8,274

e_2 古紙 〃 e_1*98.18% 9,581 9,237 8,294 8,410 7,969 7,992 8,012 8,027 8,040 8,052 8,063 8,072 8,080 8,088 8,094 8,100 8,105 8,110 8,114 8,119 8,123

e_3 古布 〃 e_1*0.30% 23 22 20 25 24 24 24 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

e_4 金属類 〃 e_1*1.29% 119 112 97 108 105 105 105 105 106 106 106 106 106 106 106 106 107 107 107 107 107

e_5 びん・その他 〃 e_1*0.23% 31 25 12 15 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19

f_1 その他リサイクル 〃 f_2+f_3 1,108 1,164 1,136 1,418 1,257 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334

f_2 グリーンコンポスト(剪定枝、給食残渣) 〃 平均値(H18 H22) 1,108 1,164 1,136 1,221 1,064 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139

f_3 小中学校リサイクル 〃 平均値(H21 H22)    197 193 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195

g_1 〃 c_1+d_1+e_1+f_1 193,552 178,640 167,609 165,427 163,129 160,647 158,686 156,512 154,306 152,100 151,035 149,978 148,928 147,886 146,851 145,823 144,802 143,788 142,781 141,782 140,790

h_1 ｇ/人/日 g_1/a/365*1000000 1,176 1,093 1,031 1,022 1,013 1,002 993 984 973 963 959 956 952 949 945 941 938 934 930 926 922

処理量

i_1 焼却処理量 t/年 i_2+i_3+i_4+i_5+i_6+i_7+i_8+i_9+i_10 154,608 149,705 139,124 136,504 135,392 133,356 131,781 130,335 128,980 114,968 118,120 117,029 116,043 115,195 114,253 113,442 112,651 111,874 111,110 110,474 109,782

i_2 燃やせるごみ 〃 c_2+d_2 140,753 132,316 125,878 123,143 122,143 120,116 118,568 117,142 115,801 114,639 113,643 112,568 111,639 110,852 109,974 109,225 108,495 107,779 107,076 106,499 105,818

i_3 他町燃やせるごみ 〃 推計値 13,450 17,051 12,944 13,003 12,942 12,907 12,882 12,863 12,849

i_4 可燃残渣（プラ容器包装） 〃 c_5*0.8% 66 58 41 51 57 56 55 54 54 53 52 52 51 51 50 49 49 49 48 48 47

i_5 可燃残渣（古紙類） 〃 (c_6+d_5)*0.4% 54 27 21 26 18 18 17 17 17 17 17 16 16 16 16 16 16 15 15 15 15

i_6 不燃物中のプラスチック 〃 推計値 1,568 1,553 1,539 1,528 1,515 1,504 1,493 1,483 1,473 1,464 1,454

i_7 グリーンコンポスト(剪定枝、給食残渣) 〃 平均値 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139 1,139

i_8 し尿汚泥 〃 推計値 1,442 1,442 1,400 1,350 1,300 1,250 1,200 1,150 1,100 1,050 1,050

i_9 農集汚泥 〃 平均値(H18 H22) 177 165 143 165 148 160 160 160 160 160 160 160 160 160 160 160 160 160 160 160 160

i_10 し渣 〃 平均値(H18 H22) 108 88 97 116 84 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99

j_1 資源化量 〃 j_2+j_3+j_4+j_5+j_6+j_7+j_8+j_9+j_10+j_11 30,737 29,928 27,276 28,625 27,931 27,700 27,461 27,218 26,974 26,757 25,417 25,221 25,051 24,905 24,734 24,592 24,449 24,308 24,167 24,048 23,910

j_2 缶 〃 ((c_4+d_4)*98.47%+c_5*1.38%)*19.38% 1,192 1,223 1,352 1,404 1,395 1,351 1,333 1,314 1,297 1,282 1,268 1,254 1,241 1,231 1,218 1,208 1,198 1,188 1,178 1,170 1,160

j_3 びん 〃 ((c_4+d_4)*98.47%+c_5*1.38%)*59.64% 3,668 3,766 4,162 4,322 4,293 4,159 4,100 4,046 3,991 3,944 3,903 3,858 3,820 3,786 3,749 3,717 3,686 3,655 3,625 3,599 3,570

j_4 ペットボトル 〃 ((c_4+d_4)*98.47%+c_5*1.38%)*20.07% 1,235 1,267 1,400 1,454 1,445 1,399 1,380 1,361 1,343 1,327 1,314 1,298 1,285 1,274 1,261 1,251 1,240 1,230 1,220 1,211 1,201

j_5 金属 〃 ((c_4+d_4)*98.47%+c_5*1.38%)*0.91% 56 57 63 66 66 63 63 62 61 60 60 59 58 58 57 57 56 56 55 55 54

j_6 プラスチック製容器包装 〃 c_5*89.59% 6,840 6,760 6,173 6,458 6,382 6,365 6,272 6,181 6,091 6,012 5,944 5,867 5,800 5,744 5,679 5,625 5,570 5,516 5,464 5,420 5,368

j_7 古紙類 〃 (c_6+d_5)*99.45% 6,021 5,664 4,052 4,518 4,523 4,440 4,376 4,313 4,250 4,195 4,147 4,094 4,049 4,010 3,964 3,926 3,889 3,852 3,815 3,785 3,749

j_8 有害ごみ 〃 c_7 237 232 197 187 243 243 240 236 233 230 227 224 222 219 217 215 213 211 209 207 205

j_9 鉄分 〃 (c_3+d_3)*1.68% 626 399 318 240 210 206 203 195 184 171 146 150 151 150 150 148 146 144 141 136 134

j_10 集団回収量 〃 e_1 9,754 9,396 8,423 8,558 8,117 8,140 8,160 8,176 8,190 8,202 8,213 8,222 8,230 8,238 8,244 8,250 8,256 8,261 8,265 8,270 8,274

j_11 その他リサイクル 〃 f_1 1,108 1,164 1,136 1,418 1,257 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195

k_1 最終処分量 〃 k_2+k_3+k_4 40,184 34,099 31,524 30,397 30,076 29,654 29,283 28,597 27,805 25,214 24,176 24,269 24,208 24,004 23,913 23,686 23,449 23,205 22,957 22,583 22,334

k_2 不燃物等 〃 ※1 21,977 16,330 14,394 13,509 12,980 12,757 12,585 12,081 11,460 10,634 9,199 9,429 9,493 9,395 9,423 9,298 9,161 9,015 8,863 8,569 8,407

k_3 焼却残渣 〃 i_1*12.6% 18,113 17,650 17,037 16,805 17,014 16,803 16,604 16,422 16,251 14,486 14,883 14,746 14,621 14,515 14,396 14,294 14,194 14,096 14,000 13,920 13,833

k_4 クリーンセンター沈砂等 〃 平均値(H18 H22) 94 119 93 83 82 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94 94

l_1 リサイクル率 ％ j_1/g_1*100 15.9 16.8 16.3 17.3 17.1 17.2 17.3 17.4 17.5 17.6 16.8 16.8 16.8 16.8 16.8 16.9 16.9 16.9 16.9 17.0 17.0

m_1 減量化率 ％ (1-(k_2+k_3)/(c_1+d_1+i_3+i_7+i_8+i_9+i_10))*100 79.6 81.7 81.6 82.0 82.0 82.0 82.0 82.2 82.4 82.4 83.2 83.0 82.9 82.9 82.8 82.9 82.9 83.0 83.0 83.2 83.2

n_1 焼却施設規模 t/日 i_1/365/(280/365)/0.96 576 557 518 508 504 497 491 485 480 428 440 436 432 429 426 423 420 417 414 411 409

注　※1：(c_3+d_3)*98.32%+(c_4+d_4)*1.53%+c_5*8.23%+(c_6+d_5)*0.15%

ごみ総排出量原単位

項　　　　目 単位 計算式
実績

ごみ総排出量
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第４節 焼却処理施設の検討 

プラスチック（容器包装以外）を焼却することにより、焼却ごみ質も現在とは異

なってくるため、これを検討する。なお、プラスチックの焼却処理は、新西工場の

稼働予定年である平成 28 年度にあわせて行うと設定した。 

 

1 ごみ質 

東工場、西工場に搬入される燃やせるごみの平成 13 年度 平成 22 年度のごみ質

調査（平均）からプラスチックを焼却した場合の三成分、ごみ組成及び低位発熱量

を以下に示す。 

 

表 2-1 プラスチックを焼却した場合のごみ質 

 
備考：現状の元素組成、プラスチックの各種値は、「ごみ処理施設整備の計画・設計

要領」から設定。 

   加重平均値は、平成 28年度の焼却処理量 113,971t(グリーンコンポスト、し

尿汚泥除く)と不燃物中のプラスチック 1,568t から設定。 

 

 

現状 プラスチック 加重平均値

水分（％） 44.6 16.8 44.2

灰分（％） 5.6 8.9 5.6

可燃分（％） 49.8 74.3 50.2

炭素（％） 25.40 56.14 25.6

水素（％） 3.60 8.57 3.7

窒素（％） 0.50 0.33 0.5

酸素（％） 20.05 7.16 19.9

硫黄（％） 0.02 0.02 0.02

塩素（％） 0.23 2.08 0.26

8,700 35,000 9,100

207 20 204

項目

三
成
分

元
素
組
成

低位発熱量（kJ/kg）

単位体積重量（kg/m
3
）
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2 施設規模の検討 

西工場については、老朽化に対処するため、これに替わる新しい新西工場を整備

する計画であり、平成 28 年度の稼働を計画している。 

本市全体の施設規模は、燃やせないごみ等からの選別可燃残渣等を加え、440t/

日となる。これに大規模な地震や水害等の災害時に発生する災害廃棄物の想定量

60t/日を加えた場合、本市全体としては、500t/日が必要規模となる。 

さらに、平成 28 年度以降、東工場の経年劣化を考慮し、その処理能力を 260t/

日とした場合、新西工場の処理能力は 240t/日と試算される。 

なお、災害廃棄物の発生量根拠は、次頁に示す。 

 

a.全体施設規模＝処理量÷実稼働率÷調整稼働率 

      ＝118,120÷365÷(280/365) ÷0.96 

      ＝440t/日 

b.災害廃棄物＝60t/日 

c.新西工場の施設規模＝全体施設規模 東工場処理能力＋災害廃棄物 

        ＝440-260+60＝240 t/日 

 

今後、廃プラスチック、グリーンコンポスト及びし尿汚泥の取扱いを踏まえて、

処理能力を決定する。 

 

表 3-1 本市全体の施設規模(平成 28 年度) 

項目 
処理量 

t/年 

全体施設規模 

t/日 

燃やせるごみ 113,643 

440 

処理可燃残渣 69 

廃プラスチック 1,568 

グリーンコンポスト(剪定枝、給食残渣) 1,139 

し尿汚泥 1,442 

農集汚泥 160 

し渣 99 

  合計 118,120 
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【災害廃棄物量について】（参考値） 

「廃棄物の減量その他その適正な処理に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るた

めの基本的な方針(平成 22 年 12 月)」 

「大規模な地震や水害等の災害時には、通常どおりの廃棄物処理が困難となるととも

に、大量のがれき等の廃棄物が発生することが多い。そのため、平素より廃棄物処理の

広域的な連携体制を築いておくとともに、広域圏ごとに一定程度の余裕を持った焼却施

設や最終処分場、がれき等を保管するための災害廃棄物用ストックヤード等を整備して

おくことが重要である。」 

 

基本方針に基づき、1982 年の長崎大水害時の倒壊家屋数から災害廃棄物の発生量を推

定した場合、約 23,000t となる。 

 

災害廃棄物発生量の推定１ 

 
災害廃棄物発生量の推定２

 
災害廃棄物発生量 

 

注：災害廃棄物については、15 ヶ月間（実稼働日：387 日）で処理する計画とする 
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【現東工場の施設能力の考え方について】（参考値） 

設計時のボイラ蒸発量と低位発熱量、将来の低位発熱量等を用いて将来のボイラ

蒸気量を設定し、設計時のボイラ蒸気量と将来のボイラ蒸発量の比率より、将来の

施設能力を算出する。 

 

低位発熱量（kJ/kg） 低質ごみ 基準ごみ 高質ごみ 

設計時 5,000 8,400 10,000 

現状 6,300 8,700 11,100 

プラスチック混焼時 6,600 9,100 11,500 

 

 低質ごみ 基準ごみ 高質ごみ 

設計時の 

ボイラ蒸発量（kg/h） 
19,700 32,800 38,500 

 

 

ボイラ蒸発量（kg/h） 

 

 

 

 

 

 

 

 

高質（プラ混焼）のボイラ蒸発量（44,299kg/h）は、設計時の低質、基準、高質

ごみの低位発熱量とボイラ蒸発量の関係より算出した。 

将来のボイラ蒸発量は、設計時より 15.1％増加する（44,299÷38,500＝1.1506）

ことから、焼却量は 15.1％低下するものと見込む。 

したがって、現東工場の処理能力は 300t/日÷1.151＝260.6t/日≒260（老朽化によ

る処理能力も考えられることから、小数点以下は切り捨てる。） 

低質（設計） 

5,000kJ/kg 

基準（設計）

8,400kJ/kg 

高質（設計）

10,000kJ/kg 

高質（プラ混焼）

11,500kJ/kg 

38,500kg/h
44,299kg/h

19,700kg/h 

32,800kg/h
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3 焼却残渣の資源化による最終処分量の検討 

焼却残渣の資源化方法としては、焼却残渣を溶融スラグ化する方法や、セメント

原材料化する方法等が考えられ、後者のセメント原材料化の方が減量化の効果が大

きい。そこで、本章では焼却残渣の処理方法について、以下の２つのケースについ

て比較検討する。 

なお、新西工場の稼働に合わせて、平成 28 年度から行う場合を検討する。 

 

表 4-1 処理方式 

ケース 処理方式 施設規模 灰処理 

Ⅰ ストーカ炉 240t/日 埋立 

Ⅱ ストーカ炉 240t/日 セメント原材料 

 

埋立量の検討に用いる体積換算係数及び覆土容量については、次節「第５節 最

終処分場の検討」で設定したものを用いる。 

 

焼却残渣重量（乾灰）：焼却残渣重量（湿灰）×0.7 

焼却残渣（乾灰）：0.9（ｍ3／ｔ） 

不燃物等（現状プラスチック含む）：1.2（ｍ3／ｔ） 

不燃物等（プラスチック焼却の場合）：1.0（ｍ3／ｔ） 

覆土等容量：埋立物容量の 40％ 

 

上記の２ケースの場合の埋立量を表 4-2 3 に示す。 

 

表 4-2 埋立量 

ケース 

埋立量 

m3/年 
累積埋立量 

(H23 H38) 

m3 H27 H38 

Ⅰ 30,800 24,102 452,549 

Ⅱ 30,800 11,901 313,639 
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表4-3　最終処分量の見込み

ごみ処理の見通し表（焼却残渣埋立）

年度 予　　測

単位 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

ごみ総排出量 t/年 193,552 178,640 167,609 165,427 163,129 160,647 158,686 156,512 154,306 152,100 151,035 149,978 148,928 147,886 146,851 145,823 144,802 143,788 142,781 141,782 140,790

ごみ搬入量（収集＋直搬＋他町ごみ等） 〃 196,425 185,384 171,234 168,735 166,929 164,339 162,333 160,124 157,890 142,823 143,189 142,123 141,023 139,923 138,832 137,748 136,671 135,602 134,541 133,487 132,491

資源化量 〃 30,737 29,928 27,276 28,625 27,931 27,700 27,461 27,218 26,974 26,757 25,417 25,221 25,051 24,905 24,734 24,592 24,449 24,308 24,167 24,048 23,910

焼却対象量 〃 154,608 149,705 139,124 136,504 135,392 133,356 131,781 130,335 128,980 114,968 118,120 117,029 116,043 115,195 114,253 113,442 112,651 111,874 111,110 110,474 109,782

最終処分量 〃 40,184 34,099 31,524 30,397 30,076 29,654 29,283 28,597 27,805 25,214 24,176 24,269 24,208 24,004 23,913 23,686 23,449 23,205 22,957 22,583 22,334

不燃物等(沈砂含む) 〃 22,071 16,449 14,487 13,592 13,062 12,851 12,679 12,175 11,554 10,728 9,293 9,523 9,587 9,489 9,517 9,392 9,255 9,109 8,957 8,663 8,501

焼却残渣(湿灰) 〃 18,113 17,650 17,037 16,805 17,014 16,803 16,604 16,422 16,251 14,486 14,883 14,746 14,621 14,515 14,396 14,294 14,194 14,096 14,000 13,920 13,833

最終処分容量 m3/年 37,896 30,859 28,117 26,897 26,393 26,007 25,676 24,956 24,103 22,000 18,669 18,813 18,798 18,633 18,586 18,397 18,197 17,989 17,777 17,433 17,216

不燃物等(沈砂含む) 〃 26,485 19,739 17,384 16,310 15,674 15,421 15,215 14,610 13,865 12,874 9,293 9,523 9,587 9,489 9,517 9,392 9,255 9,109 8,957 8,663 8,501

焼却残渣(乾灰) 〃 11,411 11,120 10,733 10,587 10,719 10,586 10,461 10,346 10,238 9,126 9,376 9,290 9,211 9,144 9,069 9,005 8,942 8,880 8,820 8,770 8,715

覆土量 〃 15,158 12,344 11,247 10,759 10,557 10,403 10,270 9,982 9,641 8,800 7,468 7,525 7,519 7,453 7,434 7,359 7,279 7,196 7,111 6,973 6,886

計 〃 53,054 43,203 39,364 37,656 36,950 36,410 35,946 34,938 33,744 30,800 26,137 26,338 26,317 26,086 26,020 25,756 25,476 25,185 24,888 24,406 24,102

累計 〃      36,410 72,356 107,294 141,038 171,838 197,975 224,313 250,630 276,716 302,736 328,492 353,968 379,153 404,041 428,447 452,549

残余容量 〃     1,175,941 1,139,531 1,103,585 1,068,647 1,034,903 1,004,103 977,966 951,628 925,311 899,225 873,205 847,449 821,973 796,788 771,900 747,494 723,392

リサイクル率 ％ 15.9 16.8 16.3 17.3 17.1 17.2 17.3 17.4 17.5 17.6 16.8 16.8 16.8 16.8 16.8 16.9 16.9 16.9 16.9 17.0 17.0

減量化率 ％ 79.6 81.7 81.6 82.0 82.0 82.0 82.0 82.2 82.4 82.4 83.2 83.0 82.9 82.9 82.8 82.9 82.9 83.0 83.0 83.2 83.2

ごみ処理の見通し表（焼却残渣資源化）

年度 予　　測

単位 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

ごみ総排出量 t/年 193,552 178,640 167,609 165,427 163,129 160,647 158,686 156,512 154,306 152,100 151,035 149,978 148,928 147,886 146,851 145,823 144,802 143,788 142,781 141,782 140,790

ごみ搬入量（収集＋直搬＋他町ごみ等） 〃 196,425 185,384 171,234 168,735 166,929 164,339 162,333 160,124 157,890 142,823 143,189 142,123 141,023 139,923 138,832 137,748 136,671 135,602 134,541 133,487 132,491

資源化量 〃 30,737 29,928 27,276 28,625 27,931 27,700 27,461 27,218 26,974 26,757 40,300 39,967 39,672 39,420 39,130 38,886 38,643 38,404 38,167 37,968 37,743

焼却対象量 〃 154,608 149,705 139,124 136,504 135,392 133,356 131,781 130,335 128,980 114,968 118,120 117,029 116,043 115,195 114,253 113,442 112,651 111,874 111,110 110,474 109,782

最終処分量 〃 40,184 34,099 31,524 30,397 30,076 29,654 29,283 28,597 27,805 25,214 9,293 9,523 9,587 9,489 9,517 9,392 9,255 9,109 8,957 8,663 8,501

不燃物等(沈砂含む) 〃 22,071 16,449 14,487 13,592 13,062 12,851 12,679 12,175 11,554 10,728 9,293 9,523 9,587 9,489 9,517 9,392 9,255 9,109 8,957 8,663 8,501

焼却残渣(湿灰) 〃 18,113 17,650 17,037 16,805 17,014 16,803 16,604 16,422 16,251 14,486            

最終処分容量 m3/年 37,896 30,859 28,117 26,897 26,393 26,007 25,676 24,956 24,103 22,000 9,293 9,523 9,587 9,489 9,517 9,392 9,255 9,109 8,957 8,663 8,501

不燃物等(沈砂含む) 〃 26,485 19,739 17,384 16,310 15,674 15,421 15,215 14,610 13,865 12,874 9,293 9,523 9,587 9,489 9,517 9,392 9,255 9,109 8,957 8,663 8,501

焼却残渣(乾灰) 〃 11,411 11,120 10,733 10,587 10,719 10,586 10,461 10,346 10,238 9,126            

覆土量 〃 15,158 12,344 11,247 10,759 10,557 10,403 10,270 9,982 9,641 8,800 3,717 3,809 3,835 3,796 3,807 3,757 3,702 3,644 3,583 3,465 3,400

計 〃 53,054 43,203 39,364 37,656 36,950 36,410 35,946 34,938 33,744 30,800 13,010 13,332 13,422 13,285 13,324 13,149 12,957 12,753 12,540 12,128 11,901

累計 〃      36,410 72,356 107,294 141,038 171,838 184,848 198,180 211,602 224,887 238,211 251,360 264,317 277,070 289,610 301,738 313,639

残余容量 〃     1,175,941 1,139,531 1,103,585 1,068,647 1,034,903 1,004,103 991,093 977,761 964,339 951,054 937,730 924,581 911,624 898,871 886,331 874,203 862,302

リサイクル率 ％ 15.9 16.8 16.3 17.3 17.1 17.2 17.3 17.4 17.5 17.6 26.7 26.6 26.6 26.7 26.6 26.7 26.7 26.7 26.7 26.8 26.8

減量化率 ％ 79.6 81.7 81.6 82.0 82.0 82.0 82.0 82.2 82.4 82.4 93.6 93.4 93.3 93.3 93.2 93.2 93.3 93.4 93.4 93.6 93.7

項　目
実績

項　目
実績
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第５節 最終処分場の検討 

1 体積換算係数の設定 

1-1 埋立実績 

三京クリーンランド埋立処分場の埋立実績は表 1-1-1 のとおりである。 

 

表 1-1-1 三京クリーンランド埋立重量実績 

 

 

三京クリーンランドでは、埋立容量を毎年実測しており、その実測値を表 1-1-2 

に示す。 

また、覆土量を公社報告値（仮置土を地山の土量と考える）とし、これにさらに

締め固め率 95％と考えた場合の覆土体積を表 1-1-2 に示す。 

 

表 1-1-2 三京クリーンランド埋立容量実績 
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1-2 焼却残渣の体積換算係数の設定 

焼却残渣（主灰、ばいじん）の体積換算係数の他都市事例を表 1-2-1 に示す。 

 

表 1-2-1 他都市の焼却残渣体積換算係数 

                      単位：ｍ3/ｔ 

東京三多摩地域 0.86 

秋田 0.87 

愛知 0.87 

佐賀 0.87 

 

また、「廃棄物ハンドブック（廃棄物学会編）」では産業廃棄物ではあるが燃え殻

1.14（ｔ／ｍ3）【0.88ｍ3／ｔ】、ばいじん 1.26（ｔ／ｍ3）【0.79ｍ3／ｔ】となって

おり、これを主灰（燃え殻）70％、ばいじん 30％で計算すると両方をあわせた焼

却残渣は 0.85（ｍ3／ｔ）となる。本市の焼却施設で焼却残渣の単位体積重量を実

測計算すると、ほぼ 1.0（ｔ／ｍ3）であった。 

本計画では、本市の実測計算結果を基本として、更に焼却残渣の埋立後の締め固

めとして 10％を見込み、他都市事例と廃棄物ハンドブックの値を参考にしながら、

焼却残渣の体積換算係数を 0.9（ｍ3／ｔ）と設定する。 

 

1-3 不燃物等の体積換算係数の設定 

埋立量の内、焼却残渣を除いた不燃物等（燃やせないごみ、粗大ごみ等）の体積

換算係数は、表 1-3-1 より 1.2 m3/t とした。 

なお、焼却残渣は、埋立後水分がなくなり、乾灰に近い状態になると考えられる

ので、容量算出は乾灰状態で行った。 

 

表 1-3-1 不燃物等の埋立容量 
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「埋立処分場における浸出液処理システムの開発に関する研究、昭和 54 年度報

告書」（全国都市清掃会議）から廃棄物の体積換算係数の参考値を表1-3-2 に示す。 

 

表 1-3-2 廃棄物の体積換算係数 

単位：ｍ3／ｔ 

           係数 

ごみ種別 

体積換算係数 
代表値 

範囲 平均 

可燃主体（60％以上） 1.00～1.35 1.07 可燃ごみ：1.3、建設廃材：1.4、焼却残灰：1.0、スラ

ッヂ 1.25、プラスチック系不燃ごみ：2.3 不燃主体（60％以上） 0.63～2.34 1.16 

混合ごみ 0.78～2.44 1.41 

 

また、「三多摩地区 廃棄物減容（量）化基本計画（平成５年４月）」より不燃物

の埋立後の体積換算係数を表 1-3-3 に示す。 

 

表 1-3-3 不燃物の埋立後体積換算係数 

単位：ｍ3／ｔ 

ごみ種 内容物 体積換算係数 

焼却不適物 プラスチック類、ゴム・皮革類 1.67 

不燃物 金属類、ガラス類、陶磁器、石類 0.67 

可燃物 紙類、厨芥類、木・竹・わら類 1.05 

 

表 1-3-1 のデータを基本とし、表 1-3-2～1-3-3 を参考として、不燃物等の体積

換算係数を以下のように設定する。 

 

現状（プラスチック埋立）：1.2（ｍ3／ｔ） 

平成 28 年度以降（プラスチック除く）：1.0（ｍ3／ｔ） 
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1-4 想定した埋立容量と実績値との比較 

前項までの検討結果に基づき、想定した埋立容量と実績値との比較を表 1-4-1

に示す。 

平成 18 年度から平成 22 年度の埋立容量の想定値と実績値との比率の平均は、

1.02 となり、想定した体積換算係数等が、実際の埋立の状況に極めて近いものと

なっている。 

従って、埋立における各設定は以下の値とする。 

・焼却残渣（乾灰）＝焼却残渣（湿灰）×70％ 

・焼却残渣（乾灰）の体積換算係数:0.9 m3/t 

・不燃物等の体積換算係数:1.2 m3/t(プラスチック埋立) 

・不燃物等の体積換算係数:1.0 m3/t(プラスチック焼却) 

・覆土量：埋立容量に対して、前回計画で設定した覆土等の割合 40％を今回計

画でも使用する。 

 

表 1-4-1 想定した埋立容量と実績値との比較 

 

 

2 残余容量と残余年数 

本市には、最終処分場として「三京クリーンランド埋立処分場」があり、その計

画は表 2-1 のようになっている。 

 

表 2-1 最終処分場（三京クリーンランド）の計画概要 

施設名 埋立面積 全体容量 残余容量 

第 1 工区(埋立完了) 64,000 m2 646,990 m3   

第 2 工区 
151,000 m2 2,740,000 m3 

1,175,941 m3 

(平成 22 年度末現在)

第 3 工区 74,000 m2 389,000 m3 265,000m3 
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現在、三京クリーンランド第２工区を使用しており、その残余容量は、各年度の

測量値から表 2-2、図 2-1 のように推計できる。 

 

表 2-2 三京クリーンランド第２工区の残余容量の経緯 

 

 

 

図 2-1 三京クリーンランド第２工区の残余容量 

 

「第４節 焼却処理施設の検討」で検討した最終処分容量を用いると、三京クリ

ーンランド第２工区の残余年数は表 2-4 のように推計できる。 

 

表 2-4 三京クリーンランド第２工区の残余年数の推計 
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また、三京クリーンランド第３工区の残余年数は表 2-5 のように推計できる。 

 

表 2-5 三京クリーンランド第３工区の残余年数の推計 
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